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全製油所への「緊急地震速報システム」導入を完了

記者各位

　当社（社長：西尾　進路）は、中央技術研究所および石油精製部門である新日本石油精製株式会社（社長：大野　博）の全製

油所・製造所に「緊急地震速報システム」を導入しましたので、お知らせいたします。

　「緊急地震速報」とは、地震の初期微動（Ｐ波）と主要動（Ｓ波）との伝搬速度の差を利用し、Ｐ波を観測後、Ｓ波が到達する前

に予想震度等を速報するものであり、気象庁が２００７年１０月から一般提供を開始しております。

　「緊急地震速報システム」は、この緊急地震速報を専用端末で受信するとともに、端末に接続された放送設備等から地震情

報をアナウンスすることで、被災を軽減するための初動対応を可能とするものです。

　当社は、災害時にも当社製品を安定供給できる体制を維持することこそ、企業としての社会的責任であるとの認識のもと、今

般、大規模地震発生時に災害発生の可能性が高い、各製油所・製造所および中央技術研究所に本システムを導入しました。

今後は本社・支店等の事務所への導入も順次進めていく予定です。
 

　なお、震災による停電時にも給油の継続が可能な「Ｄｒ．Ｄｒｉｖｅ震災時給油可能ＳＳ（サービスステーション）」も全国約７５０箇

所（２００８年１２月末時点）展開しております。

記

（システム設計：　ＮＴＴコミュニケーションズ株式会社）

（※）…室蘭製油所、仙台製油所、根岸製油所、大阪製油所、水島製油所、麻里布製油所、大分製油所(＊)、横浜製造所、川

崎製造所（川崎地区、浮島地区）、中央技術研究所
 

（＊…大分製油所は別システム（鹿島建設と共同開発）を導入）

以上


